
平成２７年（２０１５）

６４２
９

平和への思いを込めた鐘の音が…
　人々のこころに響きますように！
　　  　　　( 広島平和記念公園「平和の鐘」にて )

平和への思いを込めた鐘の音が…
　人々のこころに響きますように！
　　  　　　( 広島平和記念公園「平和の鐘」にて )

第１８回　陸平縄文ムラまつり

◇参加方法　参加いただける方は、１０月１７日（土）までに
　　　　　　文化財センターへ作品を出品してください。

各種コンテスト参加者募集！！各種コンテスト参加者募集！！各種コンテスト参加者募集！！

かかしコンテスト ※審査は来場者による人気投票で行われます。

※審査は正調俚謡「日和吟社」により行われます。
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今
回
で
２３
回
目
と
な
っ
た
「
美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業
」

に
、
団
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
美
浦

中
生
１６
名
と
引
率
者
６
名
の
総
勢
２２
名
で
結
成
さ
れ
た
訪

問
団
は
、
台
北
市
立
敦
化
中
学
校
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

中
心
に
有
意
義
な
６
日
間
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
っ
た
敦
化
中
と
の
交
流
は
、
ス
ム

ー
ズ
か
つ
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
両
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
は
、
始
め
は
緊
張
や
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た

が
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
互
い
を
理
解
し
よ
う
と
片
言
の
英

語
や
台
湾
語
、
漢
字
を
駆
使
し
、
そ
し
て
最
後
は
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
気
持
ち
を
伝
え
る
姿
を
見
て
、
こ
の
子
た
ち
の

未
来
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
の
伝
統

文
化
や
人
々
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
美
浦
中
生
た

ち
は
一
段
と
成
長
し
、
今
後
の
学
校
生
活
や
人
生
の
中
で
、

よ
り
国
際
的
な
思
考
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
全
員
無
事
に
帰
国
で
き
ま

し
た
こ
と
は
団
長
と
し
て
一
番
の
喜
び
で
あ
り
、
参
加
さ

れ
た
美
浦
中
生
お
よ
び
引
率
者
各
位
を
は
じ
め
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
、
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

訪
問
団
団
長

　
　

美
浦
村
長　

中
島　

栄

　

今
年
で
２３
回
目
を
む
か
え
る
「
美
浦
少
年
の
つ
ば
さ

事
業
」
は
、
海
外
の
同
世
代
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
、

国
際
感
覚
を
備
え
た
美
浦
村
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
人

材
の
育
成
を
目
的
に
、
美
浦
村
人
材
育
成
推
進
協
議
会

が
毎
年
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

今
年
は
７
月
２９
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の
計
６
日
間
、

訪
問
団
が
台
湾
を
訪
れ
ま
し
た
。
団
員
募
集
の
際
に
は
、

美
浦
中
学
校
２
年
生
１
３
９
名
中
２１
名
の
応
募
が
あ
り
、

抽
選
に
よ
り
１６
名
の
団
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
の
生
活
と
の
違
い
に
戸
惑

い
、
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
台
北
市
立
敦

化
中
学
校
の
生
徒
と
の
交
流
を
通
じ
て
か
け
が
え
の
な

い
台
湾
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
の
伝
統

と
文
化
を
身
近
に
体
験
し
た
６
日
間
で
し
た
。

◇引率者　　　　　　《　敬称略　》

　団長　中島 　栄（美浦村長）

　　　　畑山 尚弘（美浦中学校教頭）

　　　　瀬尾 卓也（美浦中学校教諭）

　　　　磯西 治子（美浦中学校講師）

　　　　木村 光之（役場企画財政課）

　　　　元井 絹代（語学教師・通訳）

美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業　
　

台
湾
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
た
六
日
間

美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業　
　

台
湾
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
た
六
日
間

美
浦
中
学
校
二
年
生
が

　
　
　
　
　

台
北
市
立
敦
化
中
学
校
を
訪
問

美
浦
中
学
校
二
年
生
が

　
　
　
　
　

台
北
市
立
敦
化
中
学
校
を
訪
問

台湾台湾

台北市

与那国島
（日本最西端）

中国中国
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美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業　
　

台
湾
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
た
六
日
間

美
浦
中
学
校
二
年
生
が

　
　
　
　
　

台
北
市
立
敦
化
中
学
校
を
訪
問

台湾

中国
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小 平 萌 香
( ２ － Ａ )

　私は、少年のつばさ事業に参
加してわかったことがあります。
それは、言葉の壁を超えて友情
が芽生えるということです。敦
化中学校に初めて行ったとき、
向こうの人の話し声を聞いて内
容がさっぱり分からず言葉の壁
を体感しました。交流は難しそ
うだなと思っていたところにひ
とりの子が英語で話しかけてく

れました。私は習った英語で返したら、意味が通
じました。さっきまで言葉の壁を感じていた子に
意味が通じたと思うと本当に嬉しいです。そして、
別れるころにはすっかり仲良くなりました。今回
の経験で言葉の壁は友情に負けたと思いました。

宗 像 智 也
( ２ － Ａ )

若 林 　 愛 花
( ２ － Ｄ )

　私が敦化中学校と交流して感
じたことは、国が違っても、言
葉が違っても、国境を越えて仲
良くできるんだなと思いました。
　最初はとても緊張していて、
仲良くできるか心配だったけれ
ど、敦化中学校の人達はとても
優しくフレンドリーで、すぐに
友達になれました。敦化中生と
過ごした日々は、私にとってと

ても楽しい思い出です。
　台湾の文化については、台湾の食べ物やナイト
マーケットなど、とても日本とは違ってびっくり
しました。少年のつばさのメンバーでいった台湾
は、私にとってとても良い思い出になりました。

濱 谷 佳 奈
( ２ － Ｃ )

小 山 　 優 奈
( ２ － Ｄ )

　私が敦化中学生と交流して感
じたことは、国が違ってもすぐ
に打ち解けて仲良くなることが
できるということです。
　最初は言葉も全然通じないの
でとても緊張しましたが、言葉
の壁を越えてたった２日間で強
い絆で結ばれることができまし
た。でも、そのぶん別れが辛か
ったです。

　外国の人と友達になり、交流するというとても
貴重な経験ができて良かったです。
　台湾の文化は、日本と違うことがたくさんあり
ました。身の回りのことも少し違っていたりして
少し驚きました。また台湾に行きたいです。

　「少年のつばさ」で台湾へ行っ
てきました。２日目と３日目は
台湾の敦化中学校の生徒と交流
してきました。敦化中の生徒は
とても僕達を歓迎してくれ、ダ
ンスを披露してくれたり手作り
のプレゼントをくれたりしまし
た。僕達も美浦村と美浦中学校
の様子を発表しました。４日目
・５日目は台湾の有名な観光名
所に行きました。
　今回「少年のつばさ」に参加し異国の文化や風習、
そこに住む人たちと触れ、交流する事の大切さを
知りました。敦化中の人達が美浦中に来てくれた
ら僕も同じようにもてなしをしたいと思います。

伊 能 　 充
( ２ － Ａ )

　僕は、敦化中学校の生徒と交
流して強く感じた事があります。
それは、僕達ととても仲を深め
ようとしていた事です。
　交流会当日は、少し硬い雰囲
気でしたが、時間がたつにつれ
て柔らかい雰囲気になっていき
ました。それは敦化中学校の生
徒が少しずつ話しかけてきてく
れたからだと思います。ゲーム
やダンス、夕食などで交流をし、そのおかげで笑
いが出てきました。初めて会うのにとても積極的
に声をかけてくれて嬉しかったです。僕も見習っ
て、色々な事に積極的に取り組んでいこうと思い
ました。貴重な経験をありがとうございました。

　私は、少年のつばさで学んだ
事が２つあります。
　１つ目は敦化中学校の生徒さ
んとの交流で、英語と台湾語が
たくさん使えた事です。それに、
敦化中の皆さんが私たちに学校
の文化などをていねいに教えて
くれました。また、ジェスチャ
ーなどで通じ合うことができま
した。

　２つ目は、協力し合う事を学びました。敦化中
学校の人たちと二人組でダンスをする創作ダンス
やカンフーを学びました。とても楽しかったです。
　この６日間を通して私は色々な事を学びました。
このようなことを今後に生かしたいです。
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宮 﨑 早 希
( ２ － Ａ )

三 浦 桃 香
( ２ － Ｄ )

道 場 菜 緒
( ２ － Ａ )

小 林 賢 太
( ２ － Ｃ )

　僕は少年のつばさに参加して
本当に良かったと思いました。
その中でも一番思い出深いのは、
台湾の敦化中との交流です。
　初めはお互いに言葉も違うの
でなかなか話すことができませ
んでした。２日目は朝から敦化
中生と一緒で、グループ行動や
食事も共にしました。２日目は
お互いが最後なので、たくさん

頑張って話しました。そして、楽しい時間は早く
過ぎてしまい、別れの時がきました。バスが敦化
中に着くと「やだーっ」と言う人もいました。そし
て、一人一人と握手をして別れました。ずっと泣
いている生徒もいて、とても感極まる別れでした。

内 野 美 結
( ２ － Ｄ )

　私は、７月２９日から台湾へ行
き、台湾の文化に触れたり台湾
の学校と交流をしてきました。
　台湾で一番楽しかったことは、
敦化中学校の生徒と交流をした
ことでした。台湾のおいしい食
べ物を食べることが一番じゃな
かったのが、自分でびっくりし
ました。でも、それほど敦化中
学生はいい人ばっかりで、言葉
が分からなくてもスマホを使ってなんとか話そう
としてくれ、私はとてもうれしくて感動しました。
　文化では、千と千尋の神隠しのモデルになった
古い建物にとても感動しました。まるで、千尋に
なった気分でぞくぞくしました。

中 村 和 佳 夏
( ２ － Ｂ )

　私は、台湾に行って思った二
つのことがあります。
　一つ目は、敦化中学校の生徒
たちとの交流です。最初は友達
になれるかなとかいろいろと心
配だったけれど、交流をやって
いるとだんだん敦化中の人たち
が話しかけてくれたので、とて
も安心しました。
　二つ目は、台湾の文化です。

私が台湾に行って思ったことは、多くの文化に分
かれていることです。いろんな所に研修で行った
らいろんな文化があって、とてもいい思い出にな
りました。
　このメンバーで行って、とてもよかったです。

　私は、台湾に行って学んだこ
とがたくさんあります。
　敦化中学校の人たちと交流し
た時にはタッチ＆ペアゲームを
しました。その時は、言葉が通
じなくても敦化中学校の生徒か
ら来てくれて嬉しかったです。
　台湾内の見学で、台北１０１に
行きました。夜の台湾の景色は
とても綺麗で、中正紀念堂では

日本で見たことのない衛兵交代を行っていてとて
も驚きました。また、どこの見学場所に行っても
人の数が大変多くて驚きました。台湾の電車に乗
ったことも一つの思い出です。このことから、日
本と台湾の文化の違いについてよく分かりました。

　私は、今回の少年のつばさに
参加して思ったことが二つあり
ます。
　一つ目は、敦化中学校の人達
がとても優しかったことです。
私は最初、敦化中学校の人達と
うまく交流できるかとても心配
でした。しかし、敦化中生は私
達にとても積極的に話しかけて
くれて、言葉が通じなくても、

ジェスチャーや絵まで書いてくれて、言葉の壁を
超えることができました。
　二つ目は、台湾の人達は、日本のことがとても
好きということです。店員さんなどが日本語で話
しかけてくれたので、とても嬉しかったです。

　私は、台湾に行って台湾と日
本の良さを知ることができまし
た。台湾の人達は日本語を話せ
る人が多くて、とてもよく接し
てくれました。台湾は日本に友
好的だと聞いていましたが本当
に友好的だと感じました。台湾
に行って、改めて日本の良さも
知ることができて良かったです。
　敦化中と交流して、言葉が通
じなかったり文化の違いでいろいろと戸惑うこと
がたくさんありましたが、英語で話したり台湾語
と日本語を教え合い、自分の思いを相手に伝える
ことができました。この度は貴重な体験ができて
良かったと思います。ありがとうございました。

5 広報みほ　平成２７年９月号
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宮 本 佳 汰
( ２ － Ｃ )

木 口 愛 莉 子
( ２ － Ｄ )

宮 﨑 俊 正
( ２ － Ｂ )

　僕は、少年のつばさ訪問団と
して台湾の敦化中学校の生徒と
２日間交流しました。
　敦化中の生徒の皆さんは親し
みやすい人ばかりでいろいろ話
しかけてくれるのですが、はじ
めは緊張して話すことができま
せんでした。簡単な台湾語は習
っていたのですが、会話はでき
ないので英語が中心で会話しま
したが、なかなか自分の言いたい事が話せません
でした。敦化中の生徒は英語がすごく上手で、そ
の上に日本語も話せるのでレベルの違いを感じま
した。６日間の研修で経験したことは、これから
の自分に役に立つと思います。

小 林 一 誠
( ２ － Ｂ )

　私は、台湾に行った中で、思
ったこと学んだことがあります。
　特に心に残ったのは友情です。
言葉が通じないというのがある
けど、敦化中の子が話しかけて
くれました。英語やジェスチャ
ーなどを使って文化や食に関す
る事、自己紹介などをお互いに
しました。それをやっているう
ちに仲良くなれたので、友情は

国内も国外も関係ないし、言葉は通じないけど伝
えようとする気持ちが大切という事が学べました。
　交流以外にも台湾内見学、研修をして、日本と
の文化の違いなど、色々なことを学びました。
　また、台湾の人は優しかったです。

　僕は、この少年のつばさに参
加できて本当によかったです。
　１日目は台北１０１を見学しま
した。そこでは、上から台北を
見た時すごく感動しました。
　２日目は、敦化中学校の人達
と交流しました。敦化中学校と
の交流では、ダンスを見せてく
れました。その後、交流が深ま
るゲームをして、すごく楽しい

２日目になり、３日目も敦化中学校の人達と交流
し、すごく楽しい日を送ることができました。　
　そして、４日目、５日目と過ぎていくうちに、
本当にこれは地域の人、家族、役場の人、そして
村長さんのおかげだと改めて実感しました。

　今回の台湾研修で行った敦化
中学校との交流では、コミュニ
ケーションや表現力の大切さを
改めて感じることができました。
言葉が通じない中で交流をする
のは、とても難しいです。だか
らこそ分かった事もありました。
　更にそこから文化にもふれて
いきました。台湾は美浦と違い、
森林がとても多いです。そして、
交通路も整備されているため、車の多さに驚きま
した。しかし、その中でも車同士でゆずり合う礼
儀を知ることができました。そこで感じた台湾の
人の人を思いやる気持ちを見習い、自分を成長さ
せていきたいと思います。
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～広島平和記念式典に参列

　

戦
争
で
初
め
て
米
国
が
広
島
市

に
原
爆
を
落
と
し
て
７０
年
と
な
っ

た
８
月
６
日
、
広
島
市
の
平
和
記

念
公
園
で
平
和
祈
念
式
（
平
和
記

念
式
典
）
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
参
列
さ
せ
て
頂
い

て
原
爆
死
没
者
を
心
か
ら
追
悼
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
惨
禍
を
語
り

継
ぎ
、
広
く
内
外
に
伝
え
、
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
築
く
こ
と
が
い

か
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
改
め

て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
命
と

平
和
へ
の
思
い
を
受
け
止
め
、
次

の
世
代
へ
継
承
し
て
行
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

け
た
事
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
し
た
３
人
の
小
学
生
た
ち

は
、
出
発
当
初
は
互
い
に
会
話
も

で
き
な
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

 

し
か
し
、
広
島
で
行
動
を
共
に

し
て
い
る
う
ち
、
徐
々
に
仲
良
く

話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
日
、

帰
り
の
新
幹
線
で
は
、
横
３
列
の

席
に
３
人
が
一
緒
に
座
り
、
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
帰
っ
て
く
る

状
況
ま
で
に
大
き
く
変
化
し
た
。

　

本
派
遣
事
業
の
目
的
は
、
子
ど

も
達
の
非
核
・
平
和
・
友
好
を
大

切
に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
で
あ

り
、
今
回
の
事
業
も
そ
の
目
的
を

十
分
に
達
成
で
き
た
も
の
と
確
信

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

事
務
局
、
同
行
の
ご
父
兄
及
び

真
家
安
中
小
学
校
長
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　広島に原爆が投下されて７０年。平和記念公園には

様々な年齢・国籍の方が訪れ祈りを捧げました。今年、

被爆者の平均年齢は８０歳を超え、戦争体験者の生の声

を聴く機会は、今後ますます少なくなっていくことで

しょう。これからは、戦争を知らない世代が学び、考

え、次の世代に語り継いていかなければなりません。

　村では、昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」を行い、

戦争の悲惨さと平和の尊さを次代へ語り継ぐための活

動を続けています。今年もその一環として、小学生親

子３組と村代表、教職員代表が広島市の原爆死没者慰

霊式並びに平和祈念式（平和記念式典）に参列しました。

　ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和

への思いを語って頂きました。　　　　　《敬称略》

　広島に原爆が投下されて７０年。平和記念公園には

様々な年齢・国籍の方が訪れ祈りを捧げました。今年、

被爆者の平均年齢は８０歳を超え、戦争体験者の生の声

を聴く機会は、今後ますます少なくなっていくことで

しょう。これからは、戦争を知らない世代が学び、考

え、次の世代に語り継いていかなければなりません。

　村では、昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」を行い、

戦争の悲惨さと平和の尊さを次代へ語り継ぐための活

動を続けています。今年もその一環として、小学生親

子３組と村代表、教職員代表が広島市の原爆死没者慰

霊式並びに平和祈念式（平和記念式典）に参列しました。

　ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和

への思いを語って頂きました。　　　　　《敬称略》

真 家 好 明
(安中小学校校長)

松 浦 幸 信
(美浦村区長会会長)

▲

各
小
学
校
で
鶴
を
折
り
ま
し
た

▲

各
小
学
校
で
鶴
を
折
り
ま
し
た

▲

被
爆
体
験
講
話
講
師
飯
田
國
彦
さ
ん

▲

被
爆
体
験
講
話
講
師
飯
田
國
彦
さ
ん

灯篭にはメッセージを書きました灯篭にはメッセージを書きました

式典中、真剣な様子でメモを取ります式典中、真剣な様子でメモを取ります

思いのこもった千羽鶴を捧げました思いのこもった千羽鶴を捧げました 平和記念資料館平和記念資料館
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被爆者の平均年齢は８０歳を超え、戦争体験者の生の声

を聴く機会は、今後ますます少なくなっていくことで

しょう。これからは、戦争を知らない世代が学び、考
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戦争の悲惨さと平和の尊さを次代へ語り継ぐための活
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私
は
８
月
５
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
、
広
島
へ
木
原
小
で
作
っ
た

千
羽
鶴
を
奉
納
し
に
行
き
ま
し
た
。

　

資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
た

く
さ
ん
の
遺
品
等
を
見
て
、
私
は

怖
く
な
り
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
た
っ
た
一
発
の
原
子

爆
弾
は
一
瞬
に
し
て
た
く
さ
ん
の

命
を
奪
い
、
被
爆
し
た
人
達
は
、

そ
の
後
も
辛
い
思
い
を
し
て
生
き

て
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う

な
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
、
原
子
爆

弾
を
作
っ
た
人
、
落
と
し
た
人
が

と
て
も
憎
い
で
す
。

　

私
は
、
今
の
幸
せ
を
あ
た
り
前

と
思
わ
ず
、
一
日
一
日
を
一
生
懸

命
生
き
て
、
も
う
二
度
と
戦
争
と

い
う
も
の
が
起
き
な
い
こ
と
を
強

く
願
い
ま
す
。

　

広
島
の
被
爆
か
ら
７０
年
と
い
う

節
目
の
年
に
平
和
記
念
式
典
に
参

列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
発
の
原
爆
に
よ
り
一
瞬
に
し

て
奪
わ
れ
た
１４
万
の
命
、
今
も
な

お
後
遺
障
害
に
よ
り
苦
し
む
方
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
。
記
念
資
料

館
の
見
学
、
被
爆
体
験
の
講
話
、

朗
読
会
等
を
経
て
、
本
当
に
残
酷

で
平
和
を
地
獄
に
変
え
て
し
ま
っ

た
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛

感
し
ま
し
た
。
戦
争
は
本
当
に
残

酷
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
今
も

な
お
戦
争
が
起
こ
り
、
核
兵
器
を

保
持
し
て
い
る
国
が
あ
る
現
実
。

　

世
界
が
少
し
で
も
平
和
に
近
付

く
こ
と
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
貴

重
な
経
験
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

僕
に
は
、
広
島
で
学
ん
だ
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見

た
時
で
し
た
。
あ
の
割
れ
た
ガ
ラ

ス
、
崩
れ
た
レ
ン
ガ
、
残
っ
た
骨

組
み
…
あ
ん
な
一
つ
の
爆
弾
で
こ

ん
な
大
き
い
建
物
が
崩
れ
て
し
ま

う
、「
原
爆
」
の
怖
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
二
つ
目
は
、
被
爆
し
た
と
き

の
爆
風
と
熱
線
と
放
射
線
の
話
を

聞
い
た
と
き
で
し
た
。
そ
の
中
で

一
番
怖
い
と
感
じ
た
の
は
、
温
度

の
話
で
す
。
温
度
は
３
千
〜
４
千

度
と
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
人
間
も
建
物
も
溶
け

て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
ん
な
恐
ろ
し

い
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
、
美
浦
村
に
帰
っ
て
か
ら
も

広
島
で
感
じ
た
こ
と
を
話
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
被
爆
７０
周
年
と
い
う
節

目
に
親
子
で
式
典
派
遣
事
業
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

印
象
深
か
っ
た
の
は
被
爆
者
の

体
験
講
話
で
す
。
３
歳
の
時
に
被

爆
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
私

自
身
に
置
き
換
え
る
と
、
３
歳
当

時
の
出
来
事
は
何
も
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
大
概
の
方
は
同
様
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
方
が
、
詳
細
ま
で

は
記
憶
し
て
い
な
い
な
が
ら
も
体

験
を
語
ら
れ
て
い
た
の
を
聞
き
、

私
た
ち
が
想
像
で
き
な
い
よ
う
な

衝
撃
的
か
つ
悲
惨
な
体
験
だ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
は
、
慰
霊
碑
に
刻
ま
れ
て
い

る
「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。

過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
の

言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
広
島
に
行
き
、
被
爆
者

体
験
講
話
や
平
和
記
念
資
料
館
に

行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
切
だ
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
飯
田
さ
ん
の
被
爆
体
験
講
話

で
す
。
飯
田
さ
ん
は
爆
心
地
か
ら

９
０
０
メ
ー
ト
ル
の
所
で
被
爆
し

た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
自
分
が
体

験
し
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
で
す
が
、
そ
の

話
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
気
付
い

た
ら
飯
田
さ
ん
は
泣
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
の
悲
し
み
や
、
悔

し
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
う

え
、
飯
田
さ
ん
は
今
で
も
放
射
線

の
害
が
残
っ
て
お
り
、
脳
に
が
ん

が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
話

を
聞
い
て
、
原
爆
は
忘
れ
て
は
ダ

メ
な
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

戦
後
７０
年
。
節
目
の
年
に
広
島

平
和
記
念
式
典
に
参
列
す
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
戦
直
後
に
生
ま
れ
た
私
で
す

が
、
広
島
を
訪
れ
た
の
は
初
め
て

で
し
た
。
ま
ず
最
初
に
感
じ
た
こ

と
は
、
町
の
い
た
る
所
に
石
碑
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

一
発
の
原
発
で
、
そ
れ
ま
で
の
人

人
の
生
活
・
人
生
・
町
な
み
、
全

て
を
一
瞬
で
失
っ
て
し
ま
う
戦
争

は
、
本
当
に
悲
惨
で
残
酷
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

「
高
齢
化
が
進
む
中
、今
の
８０
歳

代
の
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
が
怖
い
」
と
い
う
被
爆
体
験
講

話
で
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
す
。

孫
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
か
ら
の

若
い
世
代
に
ど
う
伝
え
て
い
く
の

か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

小 泉 　 新
(安中小６年)

黒 田 愛 莉
(木原小６年)

小 泉 幹 雄
(安中小保護者)

黒 田 達 也
(木原小保護者)

佐 々 木 大 輔
(大谷小６年)

佐 々 木 和 夫
(大谷小保護者)
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　８月１６日中央公民館にて、阿見・稲敷・美浦「ひ
ろしま」上映実行委員会主催の「戦後７０年平和祈
念映画会」が開催され、昭和２８年に製作された映
画「ひろしま」が上映されました。
　上映会にはたくさんの人が訪れ、会場はほぼ満
席。原爆からわずか８年後に製作された作品のも
つ迫力に、視聴された皆さんは圧倒されているよ
うでした。この上映会が、非核と平和について考
えるきっかけになればいいですね。

　

８
月
２
日
、
美
浦
中
学
校
３
年

生
３３
名
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
福

島
県
安
達
郡
大
玉
村
（
災
害
時
相

互
応
援
協
定
締
結
村
）
の
大
玉
村

安
達
太
良
応
急
仮
設
住
宅
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
青
少
年
育
成
美

浦
村
民
会
議（
葉
梨
輝
夫
会
長
）主

催
の
青
少
年
育
成
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
仮
設

住
宅
敷
地
内
の
除
草
作
業
を
行
っ

た
ほ
か
、「
み
ほ
絵
て
が
み
同
好
会

『
彩
』」
の
会
員
が
心
を
込
め
て
制

作
し
た
絵
手
紙
を
贈
り
ま
し
た
。

　

活
動
後
に
は
福
島
県
産
の
農
畜

産
物
を
使
用
し
た
料
理
を
試
食
し
、

生
産
者
と
自
治
体
が
行
う
安
全
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
中
学
生
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

中
学
生
が
福
島
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
学
生
が
福
島
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　８月７日、美浦村建設業協会（出戸光男会長）で
は、村役場庁舎脇の国道１２５号線バイパス陸橋付
近の草刈を行いました。当日は同協会に所属して
いる事業者から約４０名の方が参加され、厳しい暑
さの中の作業となりましたが、バイパス進入路脇
の急斜面や陸橋付近の擁護壁の生垣等、除草作業
が難しい場所の雑草をきれいに刈り取ってくださ
いました。皆さん、ありがとうございました。

ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動

　

  

推
進
大
会
、
坪
田
信
貴
氏
講
演
会

ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動

　

  

推
進
大
会
、
坪
田
信
貴
氏
講
演
会

　

７
月
２５
日
、
中
央
公
民
館
で
「
第
５
回
美
浦
村
ノ
ー
テ
レ

ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
先
に
実
施
さ
れ
た
「
親
子
で
考
え
る
標
語
」

３
５
６
点
の
中
か
ら
４
点
の
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

門
脇
教
育
長
は
、
家
庭
で
取
り
組
ん
だ
感
想
に
「
家
族
と

の
会
話
が
増
え
た
」
等
の
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
こ
と
、
多

く
の
作
品
の
中
に
「
社
会
力
」
の
文
言
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
社
会
力
は
着
実
に
育
っ
て
き
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、「
学
年
ビ
リ
の
ギ
ャ
ル
が
１
年
で
偏
差
値
を

４０
上
げ
て
慶
應
大
学
に
現
役
合
格
し
た
話
」
の
著
者
で
カ
リ

ス
マ
塾
講
師
の
坪
田
信
貴
氏
に
よ
る
講
演
会
が
、
村
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、
先
生
の
具
体
的
な
講
話
に

来
場
者
は
感
心
し
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

【
親
子
で
考
え
る
標
語
審
査
結
果
】

　

最
優
秀
賞　

安
中
小
学
校
４
年　

下
村
一
葉
さ
ん

　

「
ノ
ー
テ
レ
ビ　

自
然
と
身
に
つ
く　

読
書
力
」

　

優　

秀　

賞　

美
浦
中
学
校
２
年　

三
浦
凌
香
さ
ん

　

「
テ
レ
ビ
消
し　

あ
の
ね　

聞
い
て
ね　

今
日
の
事
」

　

優　

良　

賞　

大
谷
小
学
校
５
年　

清
原
綾
乃
さ
ん

　

「
テ
レ
ビ
消
し　

活
字
で
広
げ
る　

世
界
観
」

　

優　

良　

賞　

木
原
小
学
校
４
年　

大
須
賀
優
己
さ
ん

　

「
テ
レ
ビ
消
し　

今
日
の
出
来
事　

発
表
会
」

戦後７０年平和祈念映画会で
　　「ひろしま」上映
戦後７０年平和祈念映画会で
　　「ひろしま」上映

美浦村建設業協会で
　　　　　　草刈りボランティア
美浦村建設業協会で
　　　　　　草刈りボランティア

下村さん（左）、三浦さん（右）下村さん（左）、三浦さん（右）

認知症予防のための生活のポイント

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の方や
その家族を温かく見守る応援者です。受講料は無料で、修了者には認知症サポーターの目印であるオレン
ジリングをお渡しします。また、ご希望の会場で講座を行いますので、受講を希望される方または団体は、
役場福祉介護課内の地域包括支援センター☎８８５－０３４０（内線１１３・１３２）までご連絡ください。

認知症サポーター養成講座（出前講座を行っています）

要約筆記入門講座の受講生募集

介護保険
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安
保
法
案
飛
び
交
う
議
論
平
和
巡
っ
て
熱
い
夏　
　
　
　
　
　
　
　

本
橋
清
湖

戸
板
一
枚
祭
り
を
追
っ
て
生
計
支
え
る
露
天
商　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

巡
り
来
る
夏
又
思
い
出
が
悲
し
八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

町
の
声
援
山
ほ
ど
背
負
い
日
焼
け
球
児
の
夏
の
陣　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

祭
り
太
鼓
に
高
鳴
る
胸
は
六
十
路
過
ぎ
て
も
ま
だ
燃
え
る　
　
　
　

木
村
幸
子

百
花
繚
乱
大
江
戸
花
火
夏
の
夜
空
に
見
事
咲
く　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

粋
な
男
に
く
ち
づ
け
さ
れ
て
覚
め
て
と
き
め
く
夏
の
夢　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

祭
り
気
分
も
一
気
に
さ
め
た
白
紙
見
直
し
競
技
場　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

花
を
供
え
て
仏
を
迎
え
孫
や
娘
に
あ
え
る
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

祇
園
祭
り
に
七
夕
ま
つ
り
祭
り
ま
つ
り
の
祝
い
酒　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

酷
暑
は
ね
の
け
祭
り
の
屋
台
夏
を
彩
る
か
き
氷　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

う
だ
る
暑
さ
に
化
粧
も
剥
げ
て
美
女
は
辛
か
ろ
こ
ん
な
夏　
　
　
　

山
﨑
笑
子

ね
ぶ
た
祭
り
の
熱
気
に
惚
れ
た
跳
ね
て
土
蹴
る
威
勢
良
さ　
　
　
　

門
脇
悠
美

な
ん
だ
か
ん
だ
と
理
屈
を
こ
ね
る
神
輿
命
の
祭
り
馬
鹿　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

小
田
の
大
獅
子
担
ぎ
手
募
り
見
事
復
活
祇
園
祭　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

色
は
褪
せ
て
も
カ
ン
カ
ン
帽
子
夏
の
暑
さ
を
避
け
て
い
る　
　
　

篠
原
美
千
代

響
く
太
鼓
に
浮
か
れ
て
踊
る
夏
の
風
物
盆
踊
り　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

悔
し
涙
を
流
さ
ず
め
ざ
す
夏
の
グ
ラ
ン
ド
甲
子
園　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

日
毎
暑
さ
に
負
け
ず
に
子
等
は
夏
の
祭
り
に
精
を
出
す　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

　
ふ
は
ふ
は
と
誰
待
つ
花
よ
烏
瓜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

紙
日
傘
女
の
帯
の
色
う
す
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

萩
の
道
口
笛
の
音
風
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

花
火
待
つ
幼
子
の
指
い
と
お
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

庭
い
っ
ぱ
い
あ
さ
が
ほ
咲
か
せ
父
偲
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

夏
草
の
生
い
茂
る
庭
退
院
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

湖
の
香
を
吐
き
つ
公
魚
串
焼
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

高
野
球
汗
と
涙
の
優
勝
旗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

孫
ふ
た
り
香
の
む
ん
む
ん
と
藍
浴
衣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

暮
れ
残
る
真
白
き
蕎
麦
の
花
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

八
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
夏
・
祭
」
病
句
禁

こ

か

お

む　

そ　

じ

く

ら

し

み

こ

し

か
ら
す
う
り

あ

い

ゆ

か

た

わ
か
さ
ぎ

み　

ほ　

文　

芸

村　長　賞　馬見山花の会

議　長　賞　大須賀津神明クラブ

教 育 長 賞　土浦老人クラブ

区長会長賞　山王福寿会

厚生文教委員長賞　牛込根本太陽クラブ

総務部長賞　上舟子老人会

努　力　賞　信太みどりの会、フラワーガーデ
　　ン大山、馬掛老人会花壇、みほまごころ市、
　　山内老人花の会（順不同）

【コンクール結果】

　老人クラブや地区等２０団体の参加を得て実施さ
れた「第１６回美浦村花いっぱい運動コンクール」
の表彰式が７月２４日に行われました。
　各団体が手塩にかけて育てた花壇はどれも素晴
らしい出来栄えでしたが、厳正な審査の結果、次
のとおり各賞が決定しました。
　なお、村長賞、議長賞受賞団体は、大好きいば
らき県民会議等主催の「第４３回花と緑の環境美化
コンクール」へ推薦されました。

　８月１日、村民ボランティアの方々を含む３１名
で、道路の草刈清掃美化活動を行いました。１２回
目となる今回も、小中学生や歩行者の安全を確保
するため、村役場東交差点付近の歩道の雑草の除
去・ゴミの清掃を行いました。参加された皆さん、
猛暑の中の作業、大変お疲れさまでした。

優勝：土屋　準優勝：下舟子
最優秀選手　清瀬竜雄さん（土屋）
優 秀 選 手　武田裕一さん（下舟子）

地域を花いっぱいに
　～花いっぱい運動コンクール～

地域を花いっぱいに
　～花いっぱい運動コンクール～

村民ボランティアによる
　　　道路草刈清掃作業
村民ボランティアによる
　　　道路草刈清掃作業

第４２回地区対抗野球大会第４２回地区対抗野球大会
７/２６　光と風の丘公園野球場７/２６　光と風の丘公園野球場

後期高齢者
医療制度
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新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
美
浦
村
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
一
般
選
挙
に
よ
る
委
員
１０
名
と
選
任
に
よ
る

委
員
４
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
平
成
２７
年
７
月
２９
日
か
ら
平
成
３０
年
７
月
２８
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
候
補
者
が
選
挙
す
べ
き
人
員
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
２９
日
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
葉
梨
衛
氏
、
会
長
職
務
代
理
者
に
坂
部
實
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。

塚　本　長　久
（  大須賀津  ）  

栗　山　義　男
（  郷 中  ） 

殿　岡　勝　夫
（ 下舟子 ） 

大　竹　好　夫
（  谷 中  ） 

坪　井　文　男
（　浜　） 

根　本　正　男
（  茂 呂  ） 

神　保　育　男
（  信 太  ） 

坂　部　　實
（  土 浦  ） 

石　神　伊　久　夫
（  土 浦  ）  

坂　本　　浩
（  大 山  ） 

青　野　忠　志
（  布 佐  ） 

松　本　健　一
（  山 内  ） 

みなみ農業共済選任八井田・山内・根火・
牛込

浜・登宿・山戸丁・
田中・上宿・後宿

下　村　　宏
（　土 浦　） 

土地改良区選任

信太・南原・興津

布佐・土屋・台

大山・大山東部

上舟子・下舟子

余郷・宮地・茂呂・石灘・
根古屋・谷津

大塚・谷中・山王・太田・
間野

見晴・端山・土浦・
馬見山・馬掛

葉　梨　　衛
（　浜　） 

ＪＡ茨城かすみ選任

氏　　名

行 政 区

選任又は担当地区 

農業委員
（順不同・敬称略） 

ＪＡ稲敷選任

郷中・大須賀津・受領

会
長
会
長

会
長
職
務
代
理
者

会
長
職
務
代
理
者

男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？

男女がともに
輝くために
男女がともに
輝くために

自衛官等募集案内

◎防衛医科大学校医学科学生

◎防衛医科大学校看護学科学生

◎防衛大学校学生（一般）前期
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Ａ．社会力がうまく育たず、社会力に欠けた人間になったり、社会力に乏しい人間
が増えたりすると、不都合なことは個人的にも社会的にもいろいろ出てきます。
　　まず個人的な面ですが、一番やっかいなのは他の人といい人間関係が作れない
ことです。いい人間関係が作れないということは、わかりやすく言えば他の人と
仲良くできないということです。他の人と仲良くできないと、他の人と色んなこ
とをいっぱい話をしたり、趣味やスポーツや旅行などを一緒に楽しんだりできな
いということです。そういうことができないと、他の人を深く理解することもで
きませんし、自分のことを周囲の人々に理解してもらえないことにもなり、他の
人に愛着を感じたり信頼感を高めたりすることもなくなります。そういうことに
なれば、例えば児童生徒であれば学校に行くのもイヤになりますし、学校に行か
なくなれば勉強するのもイヤになるでしょう。そんな状態になれば、自分の部屋
に引きこもって外に出てこなくなるなど、最終的には社会でまともに生きていく
のが困難になってしまいます。これが個人のレベルでの不都合です。
　　このような人間が増えれば社会はどうなるでしょうか。お互いに他の人のこと
などどうでもいいと考え、自分勝手なことをしたり、他の人に迷惑をかけたり、
　危害を加えたりすることも平気でやる人が多くなります。そうなったら、人々は
お互いに相手を疑ったり警戒したりして、きわめて住みにくいイヤな社会になる
でしょう。
　　残念ながら、このところ世界各地でテロや拉致や無差別殺人などが増えていま
すし、わが国でも他の人を差別したり殺したりする事件が増えています。そうい
う社会が一層進むのを止めるためにも、社会力を育てることがとても大事なこと
になっているのです。　　　　　　　　　　　　　　　　《教育長　門脇　厚司》

～子どもから大人まで～

社会力が
よくわかる連続講座（６）

育てよう

社会力

育てよう

社会力
お問合せ
教育委員会学校教育課
☎８８５－０３４０（内）２２６

Ｑ６．人々の社会力が育たないとどんな不都合がありますか。

▼

８月５日、トレセン
　夏まつり会場にて。

□お問い合わせ先
　美浦村商工会青年部
　☎８８５－２２５０

・９月１７日　関東ブロック主張大会
・９月１８日　関東ブロック前期代表者会議
・１０月１６日　県青連ゴルフ大会
・１０月２５日　陸平縄文ムラまつり

《９月・１０月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより美浦村商工会青年部だより
１
８
８

１
８
８

長
期
間
使
用
し
て
い
る

　
　

家
電
の
発
火
に
注
意
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〔 平成２７年８月現在 〕

対象児
・
定員
・

募集人数

保育日数

目標と特色

保育時間
および
保育内容

給　食

送迎バス

　保育料

※平成２７年
　度改正

美　 浦　 幼　 稚　 園

◎豊かな感性の育成を目指す心の教育
　一人ひとりを大切にし、社会力や基本的な生活習慣の定着を図ると共に、自然との触れ合い
　を増進することにより、より良い感性を育成する。
　特に、挨拶の励行、集団行動のあり方、体力の育成、言葉・文字への親しみの育成、想像性
　・創造性の育成を目指す。

◎家庭との緊密な連携と地域に開かれた幼稚園
　家庭や地域との連携を深め、社会力のある園児の育成ができるよう、開かれた幼稚園を目指
　す。また、子育て支援の一環として、ＰＴＡサークル活動や家庭教育学級を通して積極的に
　保護者の参加を促すことにより、開かれた園を目指す。

村内在住で入園を希望する幼児
・３歳児（Ｈ２４.４.２～Ｈ２５.４.１生まれ）定員６０名（３クラス)　募集人数６０名
・４歳児（Ｈ２３.４.２～Ｈ２４.４.１生まれ）定員６０名（３クラス)　募集人数１８名
・５歳児（Ｈ２２.４.２～Ｈ２３.４.１生まれ）定員６０名（３クラス)　募集人数２２名

※３歳児は定員を超えた場合は抽選となり、４・５歳児は定員になり次第締切となります。

約２００日（休日…土・日曜日、祝祭日、夏季・冬季・春季休業日、創立記念日）

水・木・金曜日給食（月・火曜日は弁当持参）　年額 ４４，０００円

全村運行　無料

～　　預かり保育（希望者のみ実施しています）
～　　登園、保育（健康・環境・言葉・人間関係・表現について、いろいろな活動を
　　　　　　　　　通し、年齢別に総合的に指導する）
～　　昼　　食
～　　降　　園　※１８：００まで預かり保育（希望者のみ実施）

７：３０
８：３０

１２：００
１４：００

・児童の父母の住民税を合算した額により決定します。祖父母等と同居している場合は、祖父
　母等の住民税を合算する場合があります。
・同一世帯で、年少組から小学校３年生までの範囲内に兄弟姉妹がいる場合は、２人目が半額、
　３人目以降は無料となります。

　

美
浦
幼
稚
園
と
大
谷
・
木
原
保
育
所
は
、
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

に
移
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
来
年
度
の
入
園
・

入
所
手
続
き
で
は
、
申
請
後
に「
認
定
」さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
に
は
、
教
育
を
希
望
す
る
教
育
認
定
（
１
号
）

と
保
護
者
の
就
労
に
よ
り
保
育
を
希
望
す
る
保
育
認
定

（
２
号
・
３
号
）
の
２
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
来
年
度
の
村
立
の
幼
稚
園
と
保
育
所
の

保
育
内
容
と
入
園
・
入
所
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

来
年
度
入
園
・
入
所
対
象
児
の
い
る
保
護
者
様
は
、
ご

家
庭
の
状
況
や
教
育
方
針
等
か
ら
、
幼
稚
園
・
保
育
所

の
ご
利
用
ま
た
は
ご
家
庭
で
の
保
育
等
、
お
子
さ
ま
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
保
育
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

幼
稚園

保育所

平成２８年度
　　入園・入所案内
平成２８年度
　　入園・入所案内
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ま
す
の
で
、
美
浦
幼
稚
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
幼
稚
園

　

☎
８
８
５

－

４
３
３
４

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
て
、

１０
月
１５
日（
木
）よ
り
申
請
書
お
よ

び
乳
幼
児
の
家
庭
状
況
に
応
じ
た

各
種
証
明
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
み
の
際
に
は
、
ご
家
庭
お
よ

び
お
子
さ
ま
の
状
況
が
分
か
る
方

が
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
の
受
付
日
程
･
場

所
に
つ
い
て
は
広
報
み
ほ
１０
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
☎
８
８
５

－

０
３

　

４
０
内
線
２
３
２

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
美

浦
幼
稚
園
で
随
時
配
布
し
て
い
る

入
園
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
次
の
期
間
内
に
美
浦

幼
稚
園
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
受
け
付

　

け
で
き
ま
せ
ん
。

◇
申
請
受
付　

１０
月
１５
日（
木
）〜

　

２３
日（
金
）午
前
８
時
３０
分
〜
午

　

後
４
時
３０
分（
土
日
を
除
く
）

　

な
お
、
３
歳
児
対
象
世
帯
に
は
、

９
月
上
旬
に
美
浦
幼
稚
園
よ
り
入

園
案
内
と
入
園
申
請
書
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

３
歳
児
の
申
し
込
み
が
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。
抽
選
日
時
や
抽
選
方
法
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
美
浦
幼
稚
園

よ
り
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

た
、
４
･
５
歳
児
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
が
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
受
付
期
間
終
了

後
も
随
時
申
請
を
受
け
付
け
て
い

大  谷  保  育  所  ・  木  原  保  育  所

対象児

定　員

保育日数

目標と特色

保育時間
および
保育内容

給　食

送迎バス

入園・入所申し込みをする児童の保護者が次のいずれかに該当する場合をいいます。

▼月に６０時間を超える就労　　　　 ▼妊娠・出産

▼保護者の疾病・障害　　　　　　 ▼同居親族等の介護・看護

▼災害復旧　　　　　　　　　　　 ▼就学

▼虐待・ＤＶのおそれがある

▼育児休暇取得時にすでに保育を利用している子がいて継続利用が必要

▼その他、前各号に類している状態として村が認める場合

大谷保育所…１２０名（うち乳児６名)　木原保育所…８０名（うち乳児９名）

約２９０日（休日…日曜日、祝祭日、年末年始）

＊
受
付
期
間
中
の
午
前
１０
時
〜
正

　

午
ま
で
は
、
保
育
し
て
い
る
様

　

子
を
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

「がんばる子・元気よく遊べる子」を子ども像に掲げ、素直でのびのびと豊かな感性、あふれる
意欲と体力、仲間を思いやる心を育てながら、基本的な生活習慣を身につけ望ましい人間形成
を目指す。

全村運行（３歳児以上）

〔 平成２７年８月現在 〕

～　　早朝保育
～　　登所、保育（健康・環境・言葉・人間関係・表現について、いろいろな活動を
　　　　　　　　　通し、年齢別に総合的に指導する）
～　　昼　　食
～　　昼　　寝
～　　お や つ
～　　降　　所　※１８：３０まで夕方保育

７：３０
８：３０

１１：３０
１３：００
１５：００
１６：００
※土曜日は希望保育（８：００～１７：３０）

３歳児以上…副食のみ（主食は持参）、おやつ　　３歳児未満…完全給食

大
谷
・
木
原
保
育
所

美

浦

幼

稚

園
申　

込　

方　

法

保育料

・児童の父母の住民税を合算した額により決定します。祖父母等と同居している場合は、祖父
　母等の住民税を合算する場合があります。
・同一世帯で、年少組から小学校３年生までの範囲内に兄弟姉妹がいる場合は、２人目が半額、
　３人目以降は無料となります。

平成２８年度
　　入園・入所案内
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育てよう

社会力

美浦村商工会青年部だより

　

高
齢
者
の
中
に
は
健
康
や
お
金
、

孤
独
等
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

悪
質
業
者
は
高
齢
者
の
こ
れ
ら
の

不
安
を
煽
り
、
親
切
に
接
し
て
信

用
さ
せ
、
年
金
や
貯
蓄
等
の
貴
重

な
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
や
孫
を
心
配
す
る
心
に
つ
け
入

り
多
額
の
現
金
を
窃
取
す
る
振
り

込
め
詐
欺
も
後
を
絶
た
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
美
浦
村
で
は
、
悪
質

商
法
等
に
よ
る
高
齢
者
の
被
害
防

止
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

美
浦
村
敬
老
会
で
消
費
者
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
生
活
安
心
読
本
」

を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
２７
年
６
月
１
日
か
ら
６
月

３０
日
ま
で
の
３０
日
間
に
、
県
南
地

域
（
土
浦
市
、
石
岡
市
、
龍
ケ
崎

市
、
取
手
市
、
牛
久
市
、
つ
く
ば

市
、
守
谷
市
、
稲
敷
市
、
か
す
み

が
う
ら
市
、
小
美
玉
市
、
美
浦
村
、

阿
見
町
、
河
内
町
、
利
根
町
）
で

１１
件
・
総
被
害
額
約
８
４
８
万
円

の
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

家
電
製
品
等
は
長
期
間
の
使
用

や
保
有
に
よ
る
経
年
劣
化
で
、
発

煙
や
発
火
等
の
危
険
な
状
態
が
起

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
具
合

が
発
生
し
た
ら
、
使
用
を
や
め
て

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を

抜
き
、
販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。 

　

同
じ
製
品
で
も
、
使
用
状
況
や

環
境
に
よ
り
劣
化
が
早
く
進
む
場

合
が
あ
り
ま
す
。
電
源
コ
ー
ド
や

家
電
製
品
の
ま
わ
り
は
、
こ
ま
め

に
掃
除
し
て
自
分
で
も
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。 

　

部
品
の
保
有
期
間
が
過
ぎ
る
と

修
理
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
家

電
製
品
は
修
理
を
す
れ
ば
永
久
に

使
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
） 

　

食
の
安
心
・
安
全
を
確
か
め
に

埼
玉
県
の
牧
場
へ
、
老
舗
商
店
が

並
ぶ
小
江
戸
川
越
へ
行
こ
う
。

◇
日
時　

１０
月
２７
日（
火
）午
前
８

時（
役
場
駐
車
場
へ
集
合
）

◇
参
加
費　

１
２
０
０
円
（
高
速

代
・
駐
車
料
金
）
他
に
昼
食
代

は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数　

２０
名
（
村
の
福
祉

バ
ス
利
用
）

◇
申
込　

１０
月
１６
日（
金
）ま
で
に

美
浦
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ

　

高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
・

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ニ
セ
電
話
詐
欺
多
発
警
報
中

【
事
例
１
】

　

１０
年
以
上
前
に
購
入
し
た

扇
風
機
を
深
夜
に
使
用
し
た
。

１
時
間
後
、
た
ま
た
ま
目
が

覚
め
て
扇
風
機
を
見
た
ら
、

モ
ー
タ
ー
部
分
か
ら
火
を
噴

い
て
い
た
。

　

（
当
事
者

：

６０
歳
代
男
性
）

【
事
例
２
】

　

３０
年
前
に
購
入
し
た
ル
ー

ム
エ
ア
コ
ン
を
送
風
機
能
で

使
っ
た
ら
、
送
風
口
か
ら
黒

煙
が
出
た
。
そ
の
後
、
エ
ア

コ
ン
の
下
部
か
ら
火
が
出
た

の
で
水
を
か
け
て
消
し
た
。

　

（
当
事
者

：

７０
歳
代
女
性
）

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が不在の
　場合がありますので、電話でご確認ください。）

◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

◎
ニ
セ
電
話
詐
欺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
９－

３
０
１－

０
０
７
４

【
被
害
内
訳
】

オ
レ
オ
レ
詐
欺
５
件

架
空
請
求
詐
欺
３
件

融
資
保
証
金
詐
欺
１
件

還
付
金
等
詐
欺
２
件

▼
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止
の

　

キ
ー
ワ
ー
ド

サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
牧
場
と
川
越
散
策

い や や

１
８
８

１
８
８

１
８
８

長
期
間
使
用
し
て
い
る

　
　

家
電
の
発
火
に
注
意

長
期
間
使
用
し
て
い
る

　
　

家
電
の
発
火
に
注
意
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新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

会
長

会
長
職
務
代
理
者

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

　
　
　
　
　
　

  

松
山　

倫
子

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

個
人
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す
。

今
一
度
、
備
蓄
品
や
非
常
時
持
ち

出
し
品
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
飲
料
水
・
非
常
食

　

人
数
×
３
日
分
は
用
意
し
ま
し

　

ょ
う
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
向
け

　

の
製
品
も
あ
り
ま
す
。
賞
味
期

　

限
の
確
認
や
、
飽
き
な
い
為
の

　

工
夫
も
忘
れ
ず
に
。

◎
懐
中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
ポ

　

ー
タ
ブ
ル
テ
レ
ビ

　

電
源
は
入
り
ま
す
か
。
交
換
用

　

の
電
池
や
充
電
器
も
準
備
し
て

　

お
く
と
安
心
で
す
。

◎
医
薬
品
・
救
急
用
品

　

薬
品
等
の
有
効
期
限
は
切
れ
て

　

い
ま
せ
ん
か
。
ガ
ー
ゼ
や
包
帯

　

は
清
潔
で
す
か
。「
お
薬
手
帳
」

　

の
コ
ピ
ー
も
服
用
歴
や
ア
レ
ル

　

ギ
ー
等
が
わ
か
っ
て
便
利
で
す
。

◎
衣
類
・
寝
具

　

子
供
服
の
サ
イ
ズ
は
変
わ
っ
て

　

い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
の
季

　

節
、
防
寒
着
や
毛
布
等
を
１
枚

　

多
く
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
生
活
消
耗
品

　

「
１
セ
ッ
ト
の
余
裕
」が
備
蓄
品

　

と
な
り
ま
す
。
ち
り
紙
・
ト
イ

　

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・
紙
お
む
つ

　

・
衛
生
用
品
・
食
品
用
ラ
ッ
プ

　

・
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
・
使
い
捨
て

　

食
器
等
、
各
家
庭
の
使
用
頻
度

　

に
合
わ
せ
て
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
子
供
が
落
ち
着
け
る
・
集
中
で

　

き
る
「
遊
び
モ
ノ
」

　

こ
れ
が
１
つ
あ
る
と
、
子
供
も

　

親
も
安
心
で
き
ま
す
。
静
か
に

　

遊
べ
る
モ
ノ
が
良
い
で
す
ね
。

　

ト
ラ
ン
プ
・
ぬ
り
え
・
自
由
帳

　

・
色
鉛
筆
・
ぬ
い
ぐ
る
み
等
、

　

子
供
と
一
緒
に
遊
ぶ
の
が
ポ
イ

　

ン
ト
で
す
。

◎
大
人
が
落
ち
着
け
る
・
集
中
で

　

き
る
「
趣
味
の
も
の
」

　

こ
れ
が
あ
る
と
気
持
ち
に
余
裕

　

が
出
て
き
ま
す
。
趣
味
関
連
の

　

本
・
携
帯
用
の
囲
碁
や
将
棋
・

　

好
き
な
モ
ノ
の
写
真
を
ア
ル
バ

　

ム
に
し
て
お
く
の
も
お
す
す
め

　

で
す
。

　

備
蓄
品
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

復
旧
す
る
ま
で
、
救
援
が
来
る
ま

で
の
生
活
を
支
え
る
必
需
品
で
す
。

家
族
と
一
緒
に
点
検
す
る
こ
と
で
、

「
ウ
チ
の
備
蓄
品
」に
な
り
ま
す
。

　

非
常
時
持
ち
出
し
品
は
、
避
難

す
る
と
き
に
持
ち
出
す
最
低
限
の

必
需
品
で
す
。
避
難
時
に
両
手
が

使
え
る
よ
う
に
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
等
に
６
〜
１０
㎏
程
度
に
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
準
備
を
し
て
お
け
ば
、

い
ざ
と
い
う
と
き
、
何
も
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。

男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？
男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？

美浦村女性行政推進協議会（共に輝くみ
ほの会）では、活動を共にできる会員を
募集しています。（男性の入会も可）

　お問合せ　役場企画財政課

共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために

『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』

□問合せ　自衛隊茨城地方協力本部
　龍ヶ崎地域事務所（龍ケ崎市寺後
　３６２９－５）☎０２９７－６４－３３５１
＊自衛隊茨城地方協力本部ホームペ
　ージにも募集情報を掲載していま
　す。（http://www.mod.go.jp/pco/ib
　araki/）

【募集共通事項】受付期間：９月５日～９月３０日（締切日必着）※試験場所は各人に通知します。

受験資格 高卒（見込み含む）の資格を有する２１歳未満の者

試験期日
１次：１１月７日・８日
２次：１２月８日から１２日のうち指定する１日

受験資格 高卒（見込み含む）の資格を有する２１歳未満の者

試験期日
１次：１０月３１日・１１月１日
２次：１２月１６日から１８日のうち指定する１日

左記以外にも各種の募集があります。
また、急遽募集内容等が変更される
場合があります。詳細については下
記の事務所までお問合せください。

自衛官等募集案内自衛官等募集案内自衛官等募集案内

◎防衛医科大学校医学科学生◎防衛医科大学校医学科学生◎防衛医科大学校医学科学生

受験資格 高卒（見込み含む）の資格を有する２１歳未満の者

試験期日
１次：１０月１７日
２次：１１月２８日から２９日のうち指定する１日

◎防衛医科大学校看護学科学生◎防衛医科大学校看護学科学生◎防衛医科大学校看護学科学生

◎防衛大学校学生（一般）前期◎防衛大学校学生（一般）前期◎防衛大学校学生（一般）前期
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地域を花いっぱいに
　～花いっぱい運動コンクール～

村民ボランティアによる
　　　道路草刈清掃作業

第４２回地区対抗野球大会
７/２６　光と風の丘公園野球場

後期高齢者後期高齢者
医療制度医療制度
お問合せ
国保年金課
高齢者医療係
☎８８５－０３４０（内）１１６

後期高齢者医療制度の
保険料の算定と納め方
後期高齢者医療制度の
保険料の算定と納め方

　個人ごとに算定される後期高齢者医療制度の保険料は、「均等割」と「所得割」の合計となります。
※保険料率等は茨城県内一律で、２年ごとに見直しが行われます。

　後期高齢者医療制度の保険料の納め方には、年金からの天引きによる特別徴収と、納付書や口座振替等
により本人が直接納めていただく普通徴収があります。原則として特別徴収となりますが、次のいずれか
に該当する方は普通徴収となります。
・後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が年金額の２分の１を超える方
・受給している年金が年額１８万円未満の方
・年度途中で「後期高齢者医療制度に加入した方」、「他市町村から転入された方」
・保険料の額が変更になった方

◇特別徴収の納期　４・６・８・１０・１２・２月の年６回（偶数月）、年金から保険料が天引きされます。
＊「その年の１０・１２月、翌年の２・４・６・８月」の保険料が８月上旬に通知されます。

◇普通徴収の納期　７・８・９・１０・１１・１２・１・２月の年８回、納付書等により納付いただきます。
＊納付書は原則年１回、７月中旬に送付します。

　災害や失業等の事情により保険料の納付が困難なときは、お早めにご相談ください。また、特別徴収の
対象者でも、申出により口座振替による普通徴収での納付が可能です。口座振替をする預貯金通帳、金融
機関の届出印、保険証をご用意のうえ、役場国保年金課までお申出ください。

◇保険料の滞納を続けている場合の措置　災害等の特別な事情がないのにもかかわらず、保険料を滞納し
　続けたり、納付相談にも応じない方には、有効期間の短い保険証が交付される場合があります。

◇問合せ《保険料の改定・算定等》茨城県後期高齢者医療広域連合事業管理課☎０２９－３０９－１２１３
　　　　《保険料の納付について》役場国保年金課☎８８５－０３４０内線１１６

◇均等割　定額３９，５００円

◇所得割　総所得金額等から基礎控除３３万円
　を引いた額に所得割率（８．００％）を掛けた額

◇賦課限度額（保険料の上限）　年額５７万円

　被用者保険の被扶養者として保険料を負担していなかった方の保険料は均等割のみとなり、この均等割
も９割が軽減されます。これにより年間の保険料は３，９００円となります。

◇対象となる方　後期高齢者医療制度の資格取得日の前日において、被用者保険の被扶養者であった方

保険料の算定保険料の算定

会社の健康保険等の被用者保険の被扶養者であった方への軽減措置会社の健康保険等の被用者保険の被扶養者であった方への軽減措置

※総所得金額等とは、「年金収入－公的年金控
　除」、「給与収入－給与所得控除」、「事業収
　入－必要経費」等で各種所得控除前の額お
　よび退職所得以外の分離課税所得（譲渡所
　得等）の特別控除後の額です。

◇均等割　同一世帯内の後期高齢者医療制度の被
　保険者と世帯主の総所得金額等の合計額が基準
　額を超えない場合、その合計額に応じて段階的
　に均等割が軽減されます。
＊世帯主が後期高齢者医療制度の被保険者でない
　場合でも総所得金額等加算の対象となります。

◇所得割　所得割が算出される方で、総所得金額
　等から基礎控除（３３万円）を引いた額が５８万円
　以下の方　５割軽減

保険料の軽減措置保険料の軽減措置 ◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇

◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇ ◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇

※６５歳以上の方の公的年金所得は、「公的年金の収
　入額」ー「公的年金控除」ー「１５万円」を差し引い
　て軽減措置の判定をします。遺族年金や障害年
　金は収入には含まれません。

保険料の納付方法

保険料の納付相談
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中
学
生
が
福
島
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動

　

  

推
進
大
会
、
坪
田
信
貴
氏
講
演
会

戦後７０年平和祈念映画会で
　　「ひろしま」上映

美浦村建設業協会で
　　　　　　草刈りボランティア

下村さん（左）、三浦さん（右）

認知症を
　　　予防しましょう
認知症を
　　　予防しましょう
～９月は「茨城県認知症を知る月間」です～

　認知症とは、老化現象ではなく誰にでも起こりうる脳の病気です。認知症は、早期診断・早期治療が何
より大切で、早く治療を始めることで進行を遅らせたり、場合によっては症状が改善することもあります。
年のせいと思ったり受診をためらわず、早い時期に相談窓口に相談したり医師の診察を受けましょう。

身の回りのことは自分でやるようにしま
しょう。

認知症予防のための生活のポイント認知症予防のための生活のポイント

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の方や
その家族を温かく見守る応援者です。受講料は無料で、修了者には認知症サポーターの目印であるオレン
ジリングをお渡しします。また、ご希望の会場で講座を行いますので、受講を希望される方または団体は、
役場福祉介護課内の地域包括支援センター☎８８５－０３４０（内線１１３・１３２）までご連絡ください。

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の方や
その家族を温かく見守る応援者です。受講料は無料で、修了者には認知症サポーターの目印であるオレン
ジリングをお渡しします。また、ご希望の会場で講座を行いますので、受講を希望される方または団体は、
役場福祉介護課内の地域包括支援センター☎８８５－０３４０（内線１１３・１３２）までご連絡ください。

★ 人に頼らない生活！ ★
人と交流すると脳が活発に働きます。家
族や友人と会話を絶やさない毎日を過ご
しましょう。

★ 人付き合いを大切に！ ★

青魚に含まれるＤＨＡやＥＰＡという成
分は、脳の血流をよくし、動脈硬化を防
ぐといわれています。

★魚を食べる生活！★

ビタミンＣ、Ｅ、ベータカロテン等の
抗酸化物は、アルツハイマー型認知症
予防に効果があります。

★野菜や果物を摂りましょう！★
自分の好きなことを行ったり、新しいこ
とに挑戦する気持ちが脳の機能を高めま
す。

★趣味を持とう！★

認知症サポーター養成講座（出前講座を行っています）認知症サポーター養成講座（出前講座を行っています）◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇

３０分程度の短い昼寝と運動は睡眠のリズ
ムを整え脳の健康に役立ちます。ウォー
キング等の有酸素運動は脳の血流をよく
します。

★短い昼寝と運動★

　食事や会話の楽しさに、お口の健康は欠か
せません。しっかりと噛んでおいしく食べて、
会話を楽しみ、声を出して笑うと心身ともに
爽快になれます。しかし、お口の健康を保っ
ていないと、食べる楽しみや人との交流が減
ったり、低栄養状態になったりして、元気に
活動することができなくなります。
　村では口腔教室を開催しますので、ぜひお
申し込みください。個別、集団で指導します。

◇開催日・場所　９月２５日、１０月２日、１６日、
　２３日、１１月２０日（各金曜日）・保健センター

◇申込・問合せ　地域包括支援センター
　☎８８５－０３４０（内線１１３・１３２）

　耳の不自由な方とコミュニケーションを図
るため、言葉を文字にして伝える方法を学ぶ
講座です。

◇日時　１０月１４日、２１日、２８日、１１月６日、
　１３日の全５回（すべて午後２時～４時まで）

◇場所・受講料　土浦市総合福祉会館（ウラ
　ラビル２：４階）・無料（教材費は自己負担）

◇対象者・定員　村内在住の方２名（先着順）

◇申込期限・方法　９月２５日（金）までに電話
　またはＦＡＸ（住所・氏名・生年月日・電
　話番号を明記）にてお申込みください。

◇申込・問合せ先　役場福祉介護課☎８８５－
　０３４０（内線１１１）ＦＡＸ：８８５－５９３３

要約筆記入門講座の受講生募集要約筆記入門講座の受講生募集要約筆記入門講座の受講生募集お口元気教室（口腔教室）を開催しますお口元気教室（口腔教室）を開催します

介護保介護保険

お問合せ
福祉介護課介護保険係
☎８８５－０３４０
（内）１１３・１３２



健やかづくり健やかづくり

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
や

ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、
村
で

は
高
齢
者
と
中
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

１０
月
１
日（
木
）〜
平
成
２８
年
１

　

月
３１
日（
日
）ま
で

【
６５
歳
以
上
の
方
】

▼
対
象
者　

次
の
う
ち
予
防
接
種

　

を
希
望
す
る
村
内
在
住
の
方

・
満
６５
歳
以
上
の
方

・
６０
歳
〜
６５
歳
未
満
で
心
臓
、
腎

　

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

　

る
免
疫
の
機
能
障
害
（
身
体
障

　

害
者
手
帳
１
級
）
を
有
す
る
方

＊
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

▼
助
成
額　

接
種
回
数
１
回
の
み

　

２
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

＊
２
０
０
０
円
を
超
え
る
額
に
つ

　

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
】

▼
対
象
者　

村
内
在
住
の
生
後
６

　

カ
月
〜
中
学
３
年
生
ま
で
の
方

▼
助
成
額

・
生
後
６
カ
月
〜
１３
歳
未
満
の
方

　

…
１
回
１
０
０
０
円（
２
回
ま
で
）

・
１３
歳
以
上
中
学
３
年
生
ま
で
の

　

方
…
１
回
の
み
１
０
０
０
円

＊
助
成
額
を
超
え
る
額
に
つ
い
て

　

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
接
種
方
法

・
委
託
医
療
機
関
で
接
種
す
る
。

＊
委
託
医
療
機
関
は
、
健
康
カ
レ

　

ン
ダ
ー
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
他
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
。

　

妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て

い
る
女
性
に
対
し
、
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者　

風
し
ん
に
か
か
っ
た

　

こ
と
が
な
く
、
風
し
ん
ま
た
は

　

Ｍ
Ｒ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

　

と
が
な
い
方
で
、
１９
歳
か
ら
４９

　

歳
ま
で
の
女
性

◇
助
成
金
額　

上
限
５
０
０
０
円

＊
１
回
限
り
。

◇
１
期　

１
歳
か
ら
２
歳
に
な
る

　

前
日
ま
で
に
１
回
接
種

◇
２
期　

小
学
校
就
学
１
年
前
の

　

１
年
間
で
、
４
月
に
送
付
さ
れ

　

た
予
診
票
を
使
っ
て
１
回
接
種

◇
１
期
初
回　

３
歳
か
ら
４
歳
に

　

達
す
る
ま
で
に
、
１
〜
４
週
間

　

の
間
隔
で
２
回
接
種

◇
１
期
追
加　

４
歳
か
ら
５
歳
に

　

達
す
る
ま
で
に
１
期
初
回
の
２

　

回
目
の
接
種
終
了
後
か
ら
概
ね

　

１
年
後
に
１
回
接
種

＊
標
準
的
な
接
種
対
象
期
間
で
す
。

◇
２
期　

９
歳
か
ら
１３
歳
に
な
る

　

前
日
ま
で
に
１
回
接
種

　

乳
児
期
に
接
種
し
た
「
三
種
混

　

合
ワ
ク
チ
ン
」
の
２
期
目
に
あ

　

た
る
予
防
接
種
で
す
。
小
学
６

　

年
生
を
対
象
に
１
回
接
種
し
ま

　

す
。
中
学
進
学
前
ま
で
に
接
種

　

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

　

ワ
ク
チ
ン
（
計
２
回
接
種
）

◎
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

　

傷
風
）（
計
１
回
接
種
）

◎
日
本
脳
炎
（
計
４
回
接
種
）

※
申
請
方
法
等
、
詳
細
は
村
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

　

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

休 日 当 番 医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す

《１０月の乳幼児健診》
・２歳児歯科健診　１０月１３日（火）
　対象：平成２５年８月～９月生

・１歳６か月児健診　１０月１４日（水）
　対象：平成２６年２月～３月生

・４カ月児健診　１０月２６日（月）
　対象：平成２７年６月生

【受付時間】

午後１時３０分
　　　～２時

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

予
防
接
種
費
用
の

　

一
部
を
助
成
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

予
防
接
種
費
用
の

　

一
部
を
助
成
し
ま
す

お
子
さ
ん
の

  

定
期
予
防
接
種
は

　

 

済
ん
で
い
ま
す
か
？

お
子
さ
ん
の

  

定
期
予
防
接
種
は

　

 

済
ん
で
い
ま
す
か
？

◇
助
成
の
対
象
と
な
る
イ
ン
フ
ル

　

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種
期
間

９　
　
　

月

１０　

月

☎８８７‐０３１０

☎０２９９‐７８‐３７７０

☎８４３‐７８８８

☎０２９９‐７９‐２１１４

☎８８８‐０８８８

☎８９２‐７０１１

☎８８８‐２６６２

☎８９４‐２００２

☎８７５‐５６８６

☎８３４‐５７７７

☎８８５‐３５５１

☎８７５‐５１００

湯 原 病 院

古 橋 医 院

森脇整形外科

宮 本 病 院

さ か え 医 院

ゆはらクリニック

美浦中央病院

いわき内科クリニック

しんクリニック

江戸崎ひかりクリニック

南平台メディカルクリニック

佐倉クリニック

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

美浦

稲敷

１３日

㈰

２０日

㈰

２７日

㈰

２１日

㈪

☎８８７‐０３１０

☎８９２‐２６２７

☎８８７‐３５１１

☎０２９７‐８７‐６０３０

☎８４３‐７２７２

☎８９４‐２４１２

湯 原 病 院

坂本耳鼻咽喉科医院

おおさわ眼科

和 田 医 院

阿見第一クリニック

角崎クリニック

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

４日

㈰

１１日

㈰

１２日

㈪

２２日

㈫

２３日

㈬
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　広島に原爆が投下されて７０年。平和記念公園には

様々な年齢・国籍の方が訪れ祈りを捧げました。今年、

被爆者の平均年齢は８０歳を超え、戦争体験者の生の声

を聴く機会は、今後ますます少なくなっていくことで

しょう。これからは、戦争を知らない世代が学び、考

え、次の世代に語り継いていかなければなりません。

　村では、昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」を行い、

戦争の悲惨さと平和の尊さを次代へ語り継ぐための活

動を続けています。今年もその一環として、小学生親

子３組と村代表、教職員代表が広島市の原爆死没者慰

霊式並びに平和祈念式（平和記念式典）に参列しました。

　ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和

への思いを語って頂きました。　　　　　《敬称略》

▲

各
小
学
校
で
鶴
を
折
り
ま
し
た

▲

被
爆
体
験
講
話
講
師
飯
田
國
彦
さ
ん

灯篭にはメッセージを書きました

式典中、真剣な様子でメモを取ります

思いのこもった千羽鶴を捧げました 平和記念資料館

４ぴよ
ぴよ
ほっ

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時３０分～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内）

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２５．４．２～Ｈ２６．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし１０月の
子育て広場

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

　わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

３

５４ ７

１６１３１１

２４

１７

１０

２３２２

３１３０２９

２１

２８

２０

２７

１９１８

２６２５

ぴよ
ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

　わい
ほっ

６

１ ２

８ ９

　ぴよ
ぴよ
ほっ

１４

◎日時　１０月２８日（水）午前１０時１５分～１１時３０分
◎対象　未就園児（０～３歳）とその保護者
◎場所　農林漁業者トレーニングセンター
◎内容　かけっこ、玉入れ、車に乗せてＧＯ！、
輪になって回そう、パンくい競争ごっこ
◎参加方法　１０月２１日（水）までに、子育て広場
参加時に直接お申込みいただくか、お電話に
てお申込みください。
◎申込・問合せ　子育て支援センター

１２ １５

子育て広場の運動会に
参加してみませんか？
子育て広場の運動会に
参加してみませんか？
子育て広場の運動会に
参加してみませんか？

　子育て広場の運動会は、保護者の方とお子さ
んが一緒に参加でき、さまざまな年齢の子ども
達が楽しめる簡単な競技を行います。
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村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
結

婚
５０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

を
１１
月
に
表
彰
・
お
祝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

該
当
と
な
る
ご
夫
婦
は
、
所
定

の
申
込
書
を
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
１０
月
２
日（
金
）ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
籍
地
が

村
外
の
場
合
は
、
戸
籍
謄
本
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
申
込
書
は
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w

　

w
.m
ih
o
sh
a
k
y
o
.jp
/

）
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

　

て
満
た
し
て
い
る
ご
夫
婦
。

＊
す
で
に
金
婚
の
お
祝
い
を
受
け

　

て
い
る
ご
夫
婦
は
対
象
外
と
な

　

り
ま
す
。

・
昭
和
３８
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

　

４１
年
３
月
３１
日
に
婚
姻
届
を
提

　

出
し
て
い
る
。

・
９
月
１
日
現
在
で
村
内
に
１
年

　

以
上
居
住
し
て
い
る
。

◇
問
合
せ　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　

村
で
は
、
使
用
済
み
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収

を
行
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
排
出

事
業
者
単
位
で
回
収
委
託
者
と
の

契
約
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

期
限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
回
収
日
等
、
詳
細
は
後
日
お

申
込
み
い
た
だ
い
た
農
家
の
方
宛

て
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

◇
回
収
で
き
る
も
の　

遮
光
シ
ー

ト
、
カ
ン
レ
イ
シ
ャ
、
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
、
肥
糧
袋
、
苗
箱
等

＊
濃
ビ
、
農
ポ
リ
は
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
回
収
で
き
な
い
も
の　

糸
入
り

農
ビ
、
マ
イ
ヤ
線
、
畦
シ
ー
ト
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
そ
の
他
の
特

殊
資
材
、
ホ
ー
ス
類
等
の
一
部
、

変
色
し
た
ビ
ニ
ー
ル
や
保
存
状

態
の
悪
い
も
の
等

◇
回
収
日　

１０
月
下
旬

＊
申
請
者
に
後
日
連
絡

◇
場
所　

稲
敷
農
協
安
中
支
店
、

　

茨
城
か
す
み
農
協
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ン
タ
ー

◇
委
託
先　

（
公
社
）農
林
振
興
公
社

◇
費
用　

登
録
料

：

１
戸
当
た
り

１
０
０
０
円
、
回
収
料

：

濃
ビ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
５
円
・
農
ポ
リ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
２５
円

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
水
）

＊
回
収
日
当
日
の
申
込
み
は
不
可
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

村
で
は
、
借
家
住
ま
い
の
母
子

家
庭
お
よ
び
父
子
家
庭
の
方
に
対

し
、
母
子
･
父
子
福
祉
住
宅
手
当

を
年
２
回
、
９
月
と
３
月
に
支
給

し
て
い
ま
す
。

◇
対
象　

美
浦
村
に
住
所
を
有
し
、

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

　

い
る
母
子
･
父
子
家
庭
の
方

・
所
得
が
、
児
童
扶
養
手
当
に
お

　

け
る
当
該
年
度
の
所
得
制
限
の

　

範
囲
内
に
あ
る
方

・
自
家
住
宅
を
所
有
せ
ず
、
借
家

　

住
ま
い
で
賃
貸
借
し
て
い
る
方

◇
手
当
の
額　

月
額
４
０
０
０
円

◇
申
請
方
法　

９
月
３０
日（
水
）ま

で
に
、
所
定
の
申
請
書
（
役
場

学
校
教
育
課
に
配
置
）、賃
貸
借

契
約
書
の
写
し
、
家
賃
に
か
か

る
領
収
書
の
写
し
を
役
場
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
村
役
場
内
）　

　

村
で
は
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る

所
有
者
等
に
、
専
門
知
識
を
持
つ

「
耐
震
診
断
士
」
を
派
遣
し
ま
す
。

＊
診
断
は
１１
月
頃
に
実
施
の
予
定
。

◇
対
象
住
宅　

昭
和
５６
年
５
月
３１

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅
ま
た
は
店
舗
等

併
用
住
宅
（
半
分
以
上
住
居
）

＊
延
べ
床
面
積
３０
㎡
以
上

◇
申
込
方
法　

木
造
住
宅
耐
震
診

断
士
派
遣
申
請
書
（
役
場
都
市

建
設
課
窓
口
ま
た
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
都
市

建
設
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
費
用　

一
戸
当
た
り
４
１
５
８

円
（
個
人
負
担
分
）

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
水
）

◇
問
合
せ　

役
場
都
市
建
設
課

金
婚
式
の
ご
夫
婦
を

お
祝
い
し
ま
す

農
ビ
・
農
ポ
リ
の

適
正
回
収
を
行
い
ま
す

母
子
･
父
子
福
祉
住
宅

手
当
を
支
給
し
ま
す

第50回
美浦村民体育祭

会場：光と風の丘公園

大会当日参加を募ります。
お気軽にご参加ください。
※商品多数有り。

大会当日参加を募ります。
お気軽にご参加ください。
※商品多数有り。

一般参加種目導入！！一般参加種目導入！！

「ディスクターゲット」「ディスクターゲット」

１０月１１日（日）＊雨天中止

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
支
援
し
ま
す
！
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村
で
は
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
振
興

に
向
け
て
、「
美
浦
村
観
光
地
化
」

を
策
定
す
る
た
め
、
村
民
を
対
象

に
８
月
１７
日（
月
）か
ら
９
月
１５
日

（
火
）ま
で
の
期
間
、
観
光
に
関
す

る
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
各
種
地
域
資
源
発
掘
に
際
し
、

住
民
の
皆
様
の
お
考
え
と
ご
意
見

を
伺
い
た
い
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
書
類

の
送
付
お
よ
び
返
送

◇
調
査
内
容　

美
浦
村
観
光
に
関

　

す
る
調
査（
１
０
０
０
人
程
度
）

＊
調
査
対
象
者
は
無
作
為
抽
出
で

選
定
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口

座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者

や
、「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削
除

し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
て
く

る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い

る
の
で
は
等
、
ご
心
配
の
方
は
、

次
の
専
用
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
不
正
ア
ク
セ
ス
専
用
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０－

８
１
８

２
１
１（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◇
受
付
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜

　

午
後
９
時（
祝
日
を
除
く
）

＊
間
違
い
電
話
が
多
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
お
か
け
間
違
い
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会
で
は
、
茨
城
県

か
ら
の
委
託
・
補
助
を
受
け
、
身

体
障
が
い
者
の
方
々
が
良
き
配
偶

者
に
恵
ま
れ
幸
せ
な
結
婚
が
で
き

る
よ
う
に
、「
結
婚
相
談
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
結
婚
相
談
」
は
、
面

談
の
う
え
で
会
員
登
録
し
て
い
た

だ
い
た
結
婚
を
希
望
す
る
身
体
障

が
い
者
の
方
に
、
交
流
会
（
集
い

の
場
）
の
開
催
を
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

　

「
各
種
相
談
」は
、
身
体
障
が
い

者
の
就
労
や
生
活
全
般
に
係
る
相

談
に
つ
い
て
、
各
種
支
援
制
度
や

機
関
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

◇
相
談
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時

＊
結
婚
相
談
は
要
予
約
で
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
総
合
福
祉
会

館
２
階
（
水
戸
市
千
波
町
１
９

１
８
）
☎
０
２
９－

２
４
３－

７
０
１
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２
９

－

２
４
３－

７
０
１
８

　

茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
は
、
土
浦
市
役
所
移
転
に
係
る

工
事
の
た
め
一
時
移
転
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り
ウ
ラ
ラ

ビ
ル
で
事
業
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

◇
事
業
開
始
日　

９
月
２４
日（
木
）

◇
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

９
時（
休
館
日
を
除
く
）

◇
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

＊
該
当
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

◇
再
開
後
の
事
務
所
連
絡
先　

茨

城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
０
０－

０
０
３
６
土
浦

市
大
和
町
９－

１
ウ
ラ
ラ
ビ
ル

５
階
）
☎
０
２
９－

８
２
６－

１
１
０
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２
９－

　

８
２
６－

１
７
２
８
、Em

ail：

in
fo
@
k
en
n
a
n
.g
a
k
u
sy
u
.ib
k
.

ed
.jp

「
美
浦
村
観
光
地
化
」策
定
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

身
体
障
が
い
者
の

結
婚
相
談
・
各
種
相
談

年
金
情
報
流
出
を
口
実
に

し
た
犯
罪
に
ご
注
意
!

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ウ
ラ
ラ
ビ
ル
で
事
業
再
開
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お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時　

１０
月
６
日（
火
）〜

１８
日（
日
）

◇
出
品
者　

美
浦
村
に
在
住
、在
勤
、

　

美
浦
に
縁
の
あ
る
者
約
２０
名

◇
出
品
作
品　

絵
画
（
油
彩
・
水

彩
）、彫
刻

◇
会
場　

美
浦
村
中
央
公
民
館

◇
問
合
せ　

代
表
平
野
勝
男
☎
０

２
９－

８
８
６－

０
７
４
９

　　

（
社
福
）茨
城
い
の
ち
の
電
話
で

は
、
開
局
３０
周
年
記
念
新
垣
勉
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

「
魂
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
」新
垣
勉

（
あ
ら
が
き
つ
と
む
）さ
ん
は
、
子

ど
も
の
頃
に
失
明
さ
れ
る
等
さ
ま

ざ
ま
な
人
生
の
危
機
に
直
面
さ
れ

た
中
、
賛
美
歌
と
牧
師
と
の
出
会

い
に
よ
っ
て
人
生
を
生
き
直
す
勇

気
と
希
望
を
得
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
茨
城
い
の
ち
の
電
話
も
、

人
生
の
危
機
に
あ
る
人
に
、
電
話

を
通
じ
て
よ
き
隣
人
と
し
て
対
話

し
て
い
こ
う
と
、
２４
時
間
眠
ら
ぬ

電
話
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
新

垣
さ
ん
の
歌
声
を
通
し
て
、
私
た

ち
自
身
も
出
会
い
の
中
で
人
が
支

え
合
え
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
多
く
の
方
が
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
来
て
下
さ
り
、
新
垣
勉
さ
ん

の
歌
声
か
ら
大
切
な
何
か
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

◇
開
催
日
時　

１０
月
３
日（
土
）午

後
１
時
３０
分（
午
後
１
時
開
場
）

◇
会
場　

小
美
玉
市
四
季
文
化
館

　

み
の
ー
れ　

森
の
ホ
ー
ル
（
小

　

美
玉
市
部
室
１
０
６
９
番
地
）

◇
入
場
券　

前
売
券
２
５
０
０
円

　

（
当
日
券
有
り
２
８
０
０
円
）　

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

パ
ス
マ
ー
ケ

　

ッ
ト（h

ttp
://p
assm

ark
et.y
ah

　

o
o
.co
.jp
/ev
en
t/sh
o
w
/d
etail

　

/0
1
m
e4
rx
n
3
zc4
.h
tm
l

）

《
茨
城
い
の
ち
の
電
話
》

　

２４
時
間
３
６
５
日
あ
な
た
か
ら

　

の
電
話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

【
つ
く
ば
】☎
０
２
９－

８
５
５

　

－

１
０
０
０
、【
水
戸
】☎
０
２

　

９－

３
５
０－

１
０
０
０

　

参
加
を
希
望
す
る
事
業
主
・
障

が
い
者
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

龍
ヶ
崎
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１０
月
７
日（
水
）午
後
１

時
〜
３
時
３０
分
（
午
後
０
時
３０

分
よ
り
受
付
開
始
）

◇
会
場　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８

－
１
）

◇
主
催　

茨
城
労
働
局
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
土
浦
・
常
総
・
石
岡
・

龍
ヶ
崎
、
茨
城
県

◇
申
込
・
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
龍
ヶ
崎
☎
０
２
９
７

－

６
０

－
２
７
２
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２

９
７

－

６
５

－

３
０
６
０
（
事

業
主
担
当

：

高
嶋
、
障
が
い
者

担
当

：

鈴
木
）

◇
日
時　

１０
月
３
日（
土
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◇
会
場　

美
浦
村
中
央
公
民
館

◇
受
付
相
談
内
容　

相
続
・
遺
言

　

・
建
設
業
許
可
・
経
営
事
項
審

査
申
請
・
産
業
廃
棄
物
処
理
業

許
可
・
宅
建
業
免
許
許
可
・
法

人
設
立
・
農
地
転
用
・
在
留
資

格
等
入
管
申
請
・
古
物
商
申
請

　

・
任
意
成
年
後
見
・
官
公
署
に

提
出
す
る
書
類
の
作
成
お
よ
び

提
出
の
相
談
・
権
利
義
務
お
よ

び
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の

作
成
の
相
談

◇
問
合
せ　

茨
城
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
９

－

３
０
５

－

３
７
３
１

１０月５日から「マイナンバー制度」スタート１０月５日から「マイナンバー制度」スタート
　平成２７年１０月以降、国民の皆さま一人ひとりの住民票の住所へ、マイナンバー（個人番号）が
「通知カード」により通知されますので、引っ越しの際は住民票の異動を忘れずにしてください。
　やむを得ない理由により住民票の住所地で受け取ることが出来ない方は、居所に送付するこ
とも可能です。居所に送付を希望される方は、９月２５日までに居所情報登録をお願いします。

【行政の効率化】　行政機関・地方公共団体で
　の作業の無駄が削減され、手続きがスムー
　ズになる等、手続きが正確で早くなります。

【国民の利便性の向上】　申請時に必要な課税
　証明書といった資料の添付を省略できます。

【公平・公正な社会の実現】　行政機関が国民
　の所得状況等を把握しやすくなり、給付金
　等の不正受給を防止できます。

・東日本大震災による被災者で住所地以外の
　居所に避難されている方

・ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、ス
　トーカー行為、児童虐待等の被害者の方で
　住所地以外の居所に移動されている方

・長期間にわたって医療機関・施設等に入院
　入所することが見込まれ、かつ、入院入所
　期間中は住所地に誰も居住していない方

・上記以外にやむを得ない理由がある方

◎マイナンバー制度導入のメリット ◎居所情報登録が必要な方

◇制度に関する問合せ　マイナンバーコール
　センター☎０５７０－２０－０１７８午前９時３０分～
　午後５時３０分＊土日祝日、年末年始を除く。

◇居所情報登録に関する問合せ　住民票のある
　住所地の市区町村へお問い合わせください。

第
６
回

美
浦
美
術
愛
好
会
展

茨
城
い
の
ち
の
電
話

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

障
害
者
就
職
面
接
会

行
政
書
士
無
料
相
談
会
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美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業　
　

台
湾
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
た
六
日
間

美
浦
中
学
校
二
年
生
が

　
　
　
　
　

台
北
市
立
敦
化
中
学
校
を
訪
問

台湾

中国

教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで
相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日
午前９：００～午後３：００

電話
相談

毎週水・木曜日
午前９：００～午後３：００

来所
相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊１０月１日（木）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは
ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

９月１４日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

１０月２８日（水）
午後１：３０～４：００

１０月５日（月）・１９日（月）
午後１：００～３：００

９月２５日（金）
午前１０：００～正午

役場２階小会議室

９月の納税

＊納期限は９月３０日（水）です。

（３期）

（３期）

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
が
通
常
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
）

＊
年
末
年
始
を
除
く

◇
９
月
・
１０
月
の
実
施
日
時

　

９
月
９
日
・
２４
日
、
１０
月
１４
日

　

・
２８
日
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
予
約
し
た
も
の
を
、
土
日
・
祝

日
の
役
場
閉
庁
時
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

＊
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

　

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

　

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

〔
村
へ
〕

○
株
式
会
社
常
陽
銀
行
様
（
感
謝

プ
ラ
ン
８０
記
念
）　

会
議
用
テ

ー
ブ
ル
２６
脚

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ッ
ク
株
式
会
社

　

様
（
布
佐
）　

古
切
手

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付（
電
話
予
約
）

　

善　
　

意

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（７月１日～３１日）

７月３１日現在死者ゼロ継続５１６日

発生件数

負傷者数

死者数

０

０

０

年累計
（　１２　）

（　１５　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

○
匿
名
希
望
１
件　

使
用
済
み
プ

　

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
細
谷
建
設
工
業
株
式
会
社
美
浦

　

営
業
所
様　

６
２
３
３
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

保
育
や
子
育
て
支
援
の
仕
事
に

関
心
を
持
ち
、
子
育
て
支
援
分
野

に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

に
対
し
、
必
要
な
知
識
や
技
能
等

を
習
得
す
る
た
め
の
子
育
て
支
援

員
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
該
研
修
は
、
基
本
研
修
、
専

門
研
修
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

専
門
研
修
の
受
講
は
基
本
研
修
の

終
了
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

＊
日
程
や
申
込
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
程（
予
定
）　

・
申
込
締
切

　

１０
月
上
旬

・
研
修
日
程　

１０
月
下
旬
〜
平
成

２８
年
３
月
頃

◇
問
合
せ　

茨
城
県
子
育
て
人
材

支
援
セ
ン
タ
ー
（
茨
城
県
社
会

福
祉
協
議
会
内
）
☎
０
２
９

－

３
０
１

－

０
２
９
４

県
主
催
子
育
て
支
援

員
研
修
開
催



平和への思いを込めた鐘の音が…
　人々のこころに響きますように！
　　  　　　( 広島平和記念公園「平和の鐘」にて )

〈平成２７年８月１日現在の人口と世帯数〉 男８,４６２　女８,０６７　計１６,５２９（前月比－３０）世帯数６,８６６（前月比－１）

広報みほ（№６４２・平成２７年９月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

　来たる１０月２５日（日）に、第１８回陸平縄文ムラまつりを開催します。開催当日は、今年も恒例
の「かかしコンテスト」および「俚謡（りよう）コンテスト」を実施します。
　みんなでコンテストに参加して、陸平縄文ムラまつりを一緒に盛り上げましょう。

《問い合わせ・作品の受付》
　美浦村文化財センター（〒３００－０４０４　茨城県稲敷郡美浦村土浦２３５９）
　電話：０２９－８８６－０２９１、ＦＡＸ：０２９－８８６－０４７１、メール：bunkazai@vill.miho.lg.jp
　※休館日：月曜日・祝日（祝日が月曜日の場合は翌平日も休館日となります）

第１８回　陸平縄文ムラまつり第１８回　陸平縄文ムラまつり

◇参加方法　参加いただける方は、１０月１７日（土）までに
　　　　　　文化財センターへ作品を出品してください。
◇参加方法　参加いただける方は、１０月１７日（土）までに
　　　　　　文化財センターへ作品を出品してください。

　まつりの会場に、皆さま手作りのかかしを展示します。
グループ・団体での参加はもちろん、友人同士や個人で
も参加できます。ぜひ奮ってご参加ください。皆さまの
個性あふれる作品をお待ちしています。

各種コンテスト参加者募集！！各種コンテスト参加者募集！！各種コンテスト参加者募集！！各種コンテスト参加者募集！！

　俚謡（りよう）とは、時代や社会風刺、日常の喜怒哀楽
をつづった２６文字からなる民衆のうたで、陸平貝塚のあ
る安中地区で昔から盛んに唄われてきました。俚謡好き
の方はもちろん、初めての方もお気軽にご参加ください。

◇参加方法
・作品は一人につき１作品の出品となります。
・作品、氏名、住所、電話番号を明記して文化財センターへ窓口にご持参いただくか、
　ハガキ、ＦＡＸ、メールでお送り下さい。

◇応募締切　１０月１７日（土）※持参、ハガキ、ＦＡＸ、メールすべて締切日必着。

◇俚謡の作り方　※季語はありません。
《例文》・古代文化のロマンと夢を　秘めて佇む陸平
　　　　・風も和んで青葉も映えて　美浦は風光明媚の地
　　　　・粋に優雅に輝くツリー　明日に希望の夢点す

　字数：７（３文字）（４文字）　７（４文字）（３文字）　７（３文字）（４文字）　５（５文字）
　　　　　　○○○　○○○○　　○○○○　○○○　　○○○　○○○○　　○○○○○

かかしコンテストかかしコンテスト

俚謡コンテスト

※審査は来場者による人気投票で行われます。※審査は来場者による人気投票で行われます。

※審査は正調俚謡「日和吟社」により行われます。※審査は正調俚謡「日和吟社」により行われます。

～入賞された個人・団体には賞品を贈呈します～
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